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大田市立病院 院長 西尾 祐二 看護部長 木村 留美子 

● 新年のごあいさつ 
● 皮膚・排泄ケア認定看護師が活躍しています 
● 出前講座「認知症について知ろう」編 
● ドクターコラム 
● 今日のＯｆｆｓｈｏｔ 
● happy ハロウィン 
● お知らせ 
● 外来担当医一覧表 
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１）大田二次医療圏の中核病院として、５疾病５事業を中心とした急性期医療を提供します。 
２）病病・病診連携により、圏域に必要な医療提供に努めます。 
３）地域で必要度の高い疾病に対し、保健・福祉と連携した予防から介護までの一体的医療 

サービスを提供します。 
４）訪問看護等を通して在宅医療や地域医療の向上に寄与します。 
５）医療水準の向上と安全な医療環境整備に努めます。 
６）職員相互の協調によるチーム医療の実践と、よき医療人としての人材育成に努めます。 

 銀の風 銀の風 
大 田 市 立 病 院 大田市立病院の様々な情報をホームページに掲載しています。 http://www.ohda-hp.ohda.shimane.jp 

大田市立病院 〒694-0063 大田市大田町吉永 1428 番地 3 

新年あけましておめでとうございます。 

皆様には健やかに新しい年をお迎えのこととお慶

び申し上げます。 

大田市立病院は、一昨年より地域包括ケア病棟、

昨年は回復期リハビリテーション病棟運用開始、さ

らに、新病院の病床数および基本設計の見直し等、

検討事項の多い年でした。 

看護部は病院理念である「和・誠意・奉仕」のもと

口ずさむことができるように看護部理念を「地域の

皆さんに信頼され、安全・安心な看護を提供しま

す。」と平成２５年度にリニューアルいたしました。 

 看護職員は外来、病棟、手術室、訪問看護ステー

ション、地域医療連携室、医療安全管理室、感染対

策室と多くの部署で勤務しています。皆様に良質な

看護を提供し、自己の課題に向かって働き続けたい

と思える看護職員を育てることを目標に日々努力

をしています。患者さん及び家族の方々の満足に添

えるよう支援し続けなくてはなりません。日本の経

済情勢と医療体制との関係は密で、あたふたとする

ことが多々ありますが、この医療圏の中心的役割で

ある大田市立病院、また医療チームのキーパーソン

的役割である看護職の自覚を新たに今年も努力し

ていきます。                  

 今年の皆さんのご多幸とご健勝をお祈り申し上

げ新年の挨拶とさせていただきます。                         

新年あけましておめでとうございます。 

皆様方には、穏やかな新春をお迎えのこととお喜び申

し上げます。 

 さて、昨年国が提示した地域医療構想に基づき、病

院、有床診療所を巻き込んだ、全国規模での病院再編、

診療機能の整理が始まっています。大田二次医療圏に

おいては、１０年後の必要病床数が他圏域に比し大幅

に減少することが見込まれており、地域医療をいかに

維持するか、真剣な議論を重ねる時が来ています。住

民の皆さんと共に考えていく年にしたいと考えてい

ます。 

一方、そんな逆風の中ではありますが病院の医療機

能は着実に向上してきています。事実、入院患者数や

手術数、消化器内視鏡検査数などは着実に増加してお

りますし、昨年は島根県下で８番目の医師初期臨床研

修病院基幹型にも承認されました。研修医を独自に募

集し、育成できる資格が認められたことであり、診療

内容を高く評価された結果であると喜んでおります。 

病院機能充実と向上を追求しながら、一方で将来の

医療構想に真剣に向き合い、課題解決に取り組んでい

く。そんな年になるかと自認しております。新病院建

設も含め本年も多難な年になるかと考えています。皆

様方のご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたしま

す。最後になりますが、本年の皆様方のご多幸とご健

康を祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。 



 

 

大田市立病院では、市民のみなさんに健康や医療に関心を持ってもらい、当院について理解を深め

ていただくため、出前講座をおこなっています。 

 今年度は 12 月までに１5 団体の利用があり、医師、看護師、リハビリテーションスタッフなどが

出かけました。 

 昨年９月１０日（木）には、温泉津町の「小浜会館」でリハビリテーション技術科の山﨑作業療法

士による『認知症について知ろう』と題しての講座があり、１８名にご参加いただきました。 

 はじめに、日常動作について資料を見ながら自己診断を 

します。続いて認知症と加齢による物忘れには違いがある 

事をいろいろな症例をもとに説明し、そのうえで認知症の 

予防と初期症状への対応などをお話ししました。 

 参加された方からは「日頃の不安や悩みなどを相談でき、 

安心しました」と喜んでいただきました。 

 出前講座の応募要領、講座メニューについては大田市立 

病院のホームページをご覧いただくか、総務課までお問い 

合わせいただき、どうぞお気軽にご利用ください。     

（総務課  藤田 和子） 

 

   

 

～ 出前講座 編 ～ 

皮膚排泄ケア認定看護師と言う名前は聞き慣れない言葉でしょうか。 

スキンケアを基本にして、創傷（褥瘡（床ずれ））・手術後等の傷・ストーマ 

（人工肛門、人工膀胱、胃瘻等の瘻孔ケア）・フットケア（下肢潰瘍や爪の

ケア）・失禁などの排泄の管理を専門領域としている看護師です。 

これらの専門領域において、患者さんとご家族の問題解決に向けて様々な

相談にのるなど患者さんを取り巻くすべての人 （々病棟、訪問看護ステーシ 

ョン、地域医療連携室など）と連携をとりながら活動しています。 

現在は、外来に所属しています。月２回、入院患者さんを対象に褥瘡のある患者さんを回診します。適

切な処置やスキンケアが行われているか、患者さんにあったマットレスが使用されているかなど確認しま

す。他職種（管理栄養士・理学療法士など）とも連携し、チームで話し合い患者さん一人一人に応じた指

導を行っています。また、人工肛門や人工膀胱の患者さんには入院中から退院に向けての装具の相談も受

けています。 

今後は在宅を含む地域医療機関・介護施設との連携強化に向け積極的に取り組んで行きたいと思ってい

ます。皮膚・排泄ケアで何かお困りの際はぜひご相談ください。 

                                （外来看護師  福間 幸子） 

 



 

 

 

 

 

私は昨年１０月から島根大学医学部附属病院の初期臨床研修プログラムの一環で半年間、大田市立病院で

お世話になります。 

最初の３ヶ月間は内科系、後半３ヶ月は外科、小児科、泌尿器科で研修予定です。 

初期臨床研修という制度をご存じでしょうか？ 

大学医学部を卒業し医師国家試験に合格した後、２年間は専門分野を決めず、いろいろな診療所で研修を

行うことになっています。私の場合は島根大学病院での高度医療や家庭医療（千葉県）、救命救急センター（広

島県）などの研修を経て、大田へ参りました。 

大田市立病院ではより実践的な医療が行われている印象で、これまでの研修で得たことを発展させる良い

場だと思っています。 

私は大田市出身で、大田高校卒業の生粋の大田っ子です。地元での研修に緊張もありますが、大田で何が

求められているのかを自分の目で見るいい機会です。短い期間ですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

お酒が大好きなので（もちろん適度な酒です）、よく居酒屋さんに出没しているかもしれません。声をかけ

てやってください。 

  

初期臨床研修医  藤井 俊吾 

私が抱えている棒状の物体は、ファゴット

（別名バスーン）という木管楽器です。主に

クラッシック音楽で低音パートを担当するダ

ブルリード楽器です。学生時代に楽器を始め

ましたが卒業後はしばらく中断し、数年前に

一念発起して再び吹き始めました。 

車の買い替えを諦めて楽器を購入しました

が、５０歳を過ぎてからの挑戦でもあり、な

かなか上達しません。 

毎年秋に開催するオーケストラの定期演奏

会を励みに、仲間たちと一緒に楽器の演奏を

楽しんでいます。     

   (医療局次長  岸 浩史) 



 

 

昨年１０月３０日（金）に院内保育所〝たんぽぽ保育所″の園児

が思い思いの仮装姿でハロウィンパレードをしました。療養型病棟

では歌の披露とかわいらしい姿が患者さんやスタッフに大変喜ば

れました。そして園児が「trick or treat」と言うと、病院スタッフ

からお菓子をひとりひとり手渡され、園児たちも笑顔でいっぱいで

した。 

 

 

 

診療科 月 火 水 木 金 

一 

般 

外 

来 

内科 ● ● ● ● ● 

神経内科 ●  ●   

消化器科 ● ●  ●  

循環器科  ●  ○ ○ 

メンタルヘルス科    ○  

小児科 ● ● ● ● ● 

外科 ●  ●  ● 

呼吸器外科     ● 

心臓血管外科   ●   

整形外科 ●  ●  ● 

脳神経外科   ● ● ● 

皮膚科 ● ● ●  ● 

泌尿器科 ● ● ● ● ● 

産婦人科 ● ● ● ● ● 

放射線科  ●  ●  

ペインクリニック ●  ● ● ● 

眼科 ●    ● 

耳鼻咽喉科 ● ●    

総合診療科  ●    

専 

門 

外 

来 

リウマチ外来  ○  ○  

腎臓内科 ●  
 

   

ペースメーカー外来     ○ 

小児神経外科    ○  

小児心臓外来  ○    

乳児健診  ○    

小児予防接種     ○ 

腫瘍外来   ○   

緩和ケア    ●  

女性泌尿器科外来    ●  

乳がん検診    ○  

平成 28 年 1 月 1 日現在 （●初めての受診が可能 ○予約の方のみ） 

【受付時間】 8：30～11：00（予約の方はこれ以外の時間になることがあります） 

※1 予約券をお持ちの方は 8：30～15：30 初診の受付を制限する場合があります 

※2 13：15～15：00 （隔週で午後の診察もあります） 

※3 初めて受診される方は 8：30～10：30 

※4 診療は第 1・3 週のみとなります 

※5 火曜日 10：００～13：00  木曜日 9：30～15：00 

※6 13：00～16：00（予約外の受付は 15：30 まで） 

※７ 第１・.３・５週 ８：３０～12：00 予約外の受付は 11：00 まで 

※８ 第３木曜日 

※１ ※１ ※１ 

※２ 

 

※３ 

※７ 

※８ 

編 集 後 記 

※４ 

発 行 

大田市立病院 広報委員会 

〒694-0063 
島根県大田市大田町吉永 1428-3 
T E L 0854-82-0330 
FAX 0854-84-7749 

※６ 

※5 

診療費等のお支払いにクレ

ジットカードが利用できるよ

うになります！ 

２月１日（月）より、取扱いを

開始します。詳しくは医事室ま

で お 問 い 合 わ せ く だ さ い 。 

 

※5 

みなさま、あけましておめでとう

ございます。 

寒い日が続いておりますが、どう

お過ごしでしょうか。臨床工学士の

立場から申しますと、冬には人工呼

吸器や心電図モニターの稼働台数

が増える傾向にあるといいます。 

体調を整えることはもちろんで

すが、手洗いうがいなど、寒いとき

だからこそ日々の感染予防を意識

して、今年も健康で充実した一年を

送りましょう。 

  Ｈ・Ｓ 

※３ 

お 知 ら せ 

(隔週) 


